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地域リハビリテーション実現へ―挑戦の軌跡と未来への展望 

本書は、著者が近森リハビリテーション病院の院長を辞し、長崎の地にリハビリテーション

専門病院を立ち上げるために動き始めたころから、病院の新築、開院、そしてその後の 10 年間

の取り組みについてまとめた、未来へつながる記録です。  
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